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1 ⾷料・農林⽔産業が直⾯する課題と取組の現状
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 ⽇本の年平均気温偏差の経年変化

年平均気温は⻑期的に上昇しており、特に1990年以降、⾼温となる年が頻出

温暖化による気候変動・⼤規模⾃然災害の増加
○ ⽇本の年平均気温は、100年あたり1.24℃の割合で上昇。

2019年の⽇本の年平均気温は、統計を開始した1898年以降最も⾼い値。
○ 農林⽔産業は気候変動の影響を受けやすく⾼温による品質低下などが既に発⽣。
○ 降⾬量の増加等により、災害の激甚化の傾向。農林⽔産分野でも被害が発⽣。

白未熟粒(左)と正常粒(右)の断面

・⽔稲：⾼温による品質の低下 ・リンゴ：成熟期の着⾊不良･着⾊遅延
 農業分野への気候変動の影響

年平均気温偏差
5年移動平均値

⻑期変化傾向

 １時間降⽔量50mm以上の年間発⽣回数

 農業分野の被害

浸水したキュウリ
（令和元年８月の前線

に伴う大雨）

2009年〜2019年の10年間の平均発⽣回数は327回
1976年〜1985年と⽐較し、1.4倍に増加

被災したガラスハウス
（令和元年房総半島台風） 4



出典：IPCC AR5 第3作業部会報告書 図 SPM.2

 世界の経済部⾨別のGHG排出量

農業･林業･
その他の⼟地利⽤

(AFOLU)24%

世界全体と⽇本の農業由来の温室効果ガス（GHG）の排出

 ⽇本の農林⽔産分野のGHG排出量

○ 世界のGHG排出量は、490億トン（CO2換算）。このうち、農業･林業･その他⼟地利⽤の排出は世界
の排出全体の1/4。（2010年）

○ ⽇本の排出量は12.４億トン。農林⽔産分野は約5,001万トン、全排出量の4.0%。（2018年度）
＊エネルギー起源のCO2排出量は世界⽐約3.4％(第5位、2017年(出展:EDMC/エネルギー経済統計要覧))

○ 農業分野からの排出について、⽔⽥、家畜の消化管内発酵、家畜排せつ物管理等によるメタンの排出
や、農⽤地の⼟壌や家畜排せつ物管理等によるN2Oの排出がIPCCにより定められている。

○ ⽇本の吸収量は約5,590万トン。このうち森林4,700万トン、農地・牧草地750万トン（2018年度）。

燃料燃焼
1,668

⽯灰･尿素施肥
49

家畜の消化
管内発酵

747

家畜排せつ物
管理
232

稲作
1,356

家畜排せつ物管理
392

農⽤地の⼟壌
541

2018年度排出量
5,001万t-CO2

単位：万t-CO2

＊温室効果は、CO2に⽐べメタンで25倍、N2Oでは298倍。
データ出典：温室効果ガスインベントリオフィス（GIO）

CO2
(34.3%)

CH4
(46.8%)

N2O
(18.8%)
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⽣産基盤の脆弱化 地域コミュニティの衰退
○ ⽇本の⽣産者は年々⾼齢化し、今後⼀層の担い⼿減少が⾒込まれ、労働不⾜等の⽣産基盤の脆弱化が

深刻な課題となっている。
○ 農⼭漁村の⼈⼝減少は特に農村の平地や⼭間部で顕著に⾒られる。
〇 これらの影響を受け、⾥地・⾥⼭・⾥海の管理・利⽤の低下による⽣物多様性の損失が続いている。

注1) 国勢調査の組替集計による。なお、令和２年以降(点線部分)は
コーホート分析による推計値である。

2) 農業地域類型は平成12年時点の市町村を基準とし、平成19年4⽉
改定のコードを⽤いて集計した。

出典：農林⽔産省「農林業センサス」（組替集計）、「農業構造動態調査」
基幹的農業従事者：販売農家の世帯員のうち、ふだん仕事として主に
⾃営農業に従事している者。

■ 担い⼿の⾼齢化と担い⼿不⾜ ■ 農⼭漁村における⼈⼝減少
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コロナを契機とした⽣産・消費の変化
○ コロナ禍で複数の穀物輸出国において輸出規制が⾏われる等、サプライチェーンの混乱が発⽣。また、

⾷料⽣産を⽀える肥料原料、エネルギーを我が国は定常的に輸⼊に依存。

■ コロナ禍のサプライチェーンの混乱
19カ国が穀物の輸出を制限

■ ⾷料⽣産を⽀える資材等の⾃給率
化学原料の⼤半は輸⼊に依存

注：2020年10⽉6⽇時点で5か国が引き続き輸出規制を実施中。
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出典：財務省貿易統計等を基に作成（2019年7⽉〜2020年6⽉）
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